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１．はじめに 

 

 プロ野球２０１２年の公式戦は３月３０日に開幕した。この予稿集の執筆時点で１８０

日ほど経過し、１３０試合程度を消化。残り試合数は１０試合近いものとなった。ある球

団はリーグ優勝を決め、またある球団はクライマックスシリーズ（ＣＳ）進出を目指して

連戦奮闘している。 

本稿では、日本シリーズ制覇を占う上で重要とされ、クライマックスシリーズ進出への

指標として使われる「ＣＳ進出ナンバー（ＣＳナンバー）」の算出について報告する。コン

ファレンス当日は日本シリーズも終了しており、日本一の球団によるビールかけは終わっ

ているが、現時点で筆者はどの球団が美酒を浴びるのか知ることはできない。今回、ＣＳ

ナンバーを算出するために使用したデータは、開幕から９月２５日までの勝敗結果となる。 

 

 

２．プロ野球とポストシーズン 

 

 日本のプロ野球はリーグ内で行う公式戦（対５球団×２４対戦＝１２０試合）と、セ・

リーグ、パ・リーグ間でインターリーグゲームの交流戦（対６球団×４対戦＝２４試合）

を行いレギュラーシーズン（１球団当たり全１４４試合）の成績を競う。レギュラーシー

ズン終了後はセ、パ両リーグの上位３チームが戦うクライマックスシリーズと、その勝者

同士が日本一を争う日本シリーズがある。これらのゲームはレギュラーシーズン閉幕後に

行われることからポストシーズンと呼ばれる。 

 



 

（プロ野球の年間スケジュール） 

 

 半年以上かけて行われるレギュラーシーズンのなかで、ポストシーズンに出場できるか

が日本一へのカギとなる。特にクライマックスシリーズ進出の条件に食い込むことは、１

４４試合の長期戦を乗り切るうえでの大命題と言える。 

 クライマックスシリーズは２００７年から始まったプレーオフ制度で、セ、パ両リーグ

ともレギュラーシーズン上位３チーム（Ａクラス）で日本シリーズ出場権を懸けて戦う。

ファーストステージ（３試合制）は２位と３位が対戦し、その勝者と１位がファイナルス

テージ（６試合制アドバンテージあり）で戦う。２００４年から３年間実施されたパ・リ

ーグのプレーオフを前身とする。 

 過去のクライマックスシリーズを振り返ると、アドバンテージ１勝を与えられたリーグ

戦１位通過チームが有利なものの、２００７年の中日（２位）や、２０１０年のロッテ（3

位）などファーストステージを勝ち上がったチームがＣＳを制するケースも存在する。さ

らに両チームはその年の日本シリーズも制し、日本一の栄冠を手にした。リーグ優勝を示

す優勝マジックが注目される一方で、Ａクラス入り確定を示すＣＳ進出ナンバーにも話題

が集まっている。 

 



 

（クライマックスシリーズ） 

 

 

３．プロ野球の順位を決めるもの 

 

 リーグ戦を行うスポーツは順位を決めるに当たり、勝ち点（Ｊリーグ）や、勝率（プロ

野球）を用いるのが通例となっている。勝ち点制のスポーツは、勝ち・引き分け・敗けに

それぞれ一定のインセンティブを与え、その合計で順位を決める。勝率を用いる場合は、「勝

ち数÷試合数」の値から順位を判別している。 

 勝率を使った順位決定は、チーム間の対戦数が違っても順位が出せるなど利点はあるが、

引き分けの取り扱いが問題になる。野球の母国アメリカでは順位算出に勝率を使っている

が、引き分けを認めていないため、単純なものとなっている。サスペンデットゲームでは

必ず再試合を行って勝敗を決めている。 

しかし、引き分けを採用している場合は、その取り扱いによって勝率の求め方が変わっ

てくる。例えば、アメリカンフットボール（ＮＦＬ）では引き分けを０．５勝０．５敗と

して勝率を求めている。また、過去には韓国のプロ野球で、引き分け数を敗け数に加算し

て勝率を求めたケースも存在する。日本プロ野球の場合は、勝率を求めるときに引き分け

数を除外する方法を採用している。勝率の計算式は引き分け数をノーゲーム扱いとして「勝

ち数÷（試合数－引き分け試合数）」で表すことができる。 

 

 

４．引き分けの価値 

 

 ここで勝率の計算（試合数）から除外した引き分け数の価値について考察する。引き分

け１試合がＮ勝分の価値に相当するとして勝率を考えると「（勝ち数＋引き分け数×Ｎ）÷

試合数」とすることができる。これを勝率の計算式と等しいとして「勝ち数÷（試合数－



引き分け試合数）＝（勝ち数＋引き分け数×Ｎ）÷試合数」からＮを求めると「Ｎ＝勝ち

数÷（試合数－引き分け数）」となり、つまり勝率と等しいことが分かる。引き分けの価値

とは“勝率”勝、“１－勝率”敗と同じ意味をもつ。これは勝率が７割のチームにとって引

き分けは０．７勝、０．３敗の価値を生み、勝率が３割のチームにとっては０．３勝、０．

７敗の価値しか残らないことを示す。引き分けは勝率によって価値が変わっていく。接戦

の試合を何とか引き分けに持ち込んだとして、上位チームと下位チームでその意味は大き

く異なっている。 

 近年は引き分け試合が増加傾向にある。プロ野球は従来、延長１２回までを区切りとし

て“時間無制限”で試合を行ってきたが、２０１１年からは東日本大震災による電力不足

問題の節電対策として“３時間半ルール”を追加している。これは「試合時間が３時間３

０分を過ぎれば新たな延長回には入らない」という特別措置で、結果同点のまま打ち切ら

れる試合が増えた。ルール導入前の２０１０年は一球団当たりの平均引き分け数が２．７

試合だったが、導入後は９．３試合（２０１１年）と３倍に増加、２０１２年はシーズン

途中ながら１２．３試合（９月２９日時点）となっている。 

 プロ野球では、勝ち敗けに加え、勝率の計算から除外しているはずの引き分け試合につ

いても考慮することが重要となる。 

 

 

５．ＣＳナンバーとは？ 

 

 時事通信社は、プロ野球のクライマックスシリーズ進出まで何勝が必要かを示す「ＣＳ

進出ナンバー」（略称ＣＳナンバー）の計算システムを数理システムと共同開発、８月１７

日から新聞、テレビ各社へ配信している。ＣＳナンバーは先に述べたとおり日本シリーズ

制覇への足がかりとなる指標として、レギュラーシーズン後半で注目される。同ナンバー

はＣＳ進出に必要な勝ち数のほか、進出が確定したケースや自力でのＣＳ進出がなくなっ

たケース、他力での進出が絶たれたケースを算出している。 

 

◇ＣＳナンバー 

【セ・リーグ】 

（１５日現在） 

巨   人 ☆ 

中   日 １ 

ヤクルト  １５ 

広   島 １５ 

阪   神 △ 

ＤｅＮＡ  × 

◇ＣＳナンバー 

【パ・リーグ】 

（１５日現在） 

日本ハム  ９ 

西   武 １１ 

ソフトバンク１４ 

楽   天 １７ 

ロ ッ テ １８ 

オリックス △ 



☆進出確定 

△自力進出なし 

×進出なし 

△自力進出なし 

 

 

（ＣＳナンバーの配信記事、９月１６日付朝刊用） 

 

  ＣＳナンバーは点灯したり、消えたりする優勝マジックと違い、リーグ全球団に開幕

時から存在する。米大リーグのプレーオフ進出争いなど欧米のプロスポーツリーグではエ

リミネーションナンバーなどと呼ばれる同じような指標が以前から使われており、計算式

も広く知られている[1][2]。 

 しかし、引き分けが存在する日本のプロ野球は各チームの残り試合の勝ち、敗け、引き

分けのパターンが膨大なため、より複雑な計算式が必要で、従来の手法では算出が困難だ

った。時事通信社は数理システムと共同研究を行い、同社のもつ数理計画ソルバー（NUPOT）

を活用して、残り試合の全パターンからＣＳ進出に必要な最小勝利数を素早く求める計算

システムを開発するに至った。 

 

 

６．ＣＳナンバーを求める 

 

 時事通信社ではＣＳナンバーの定義を「所属リーグの最終順位が３位以上となるのに必

要な最小勝ち数」としている。また、ＣＳナンバーが残り試合数を超過した場合を自力進

出不可として「△」で、残り試合がどのようなシナリオでも進出が絶たれた場合を「×」

という記号を用いて表現している。 

各球団のＣＳナンバーの導出は、計算対象とする球団のＣＳナンバーを仮定の値で固定

し、残り試合の全シナリオに対してＣＳナンバーとして有効か無効かを判定しながら、最

小の値を求めている[3]。 

はじめに、ＣＳナンバーが成り立つための第１条件として「対象となる球団の勝率が単

独で４位以下」という数理計画問題を設定し、すべてのシナリオに対して解が存在しない

ことを確認する。これは仮のＣＳナンバーが「すべてのシナリオで勝率が同率３位以内」

であることを意味している。 

 次に同様の問題を「対象となる球団の勝率が同率で３位以下」という条件で設定し、解

の有無を調べる。すべてのシナリオにおいて解が見つからなかった場合、「対象球団の勝率

は単独３位以上」となることが分かり、仮で設定していたＣＳナンバーの値は最終候補と

して保存される。解が存在した場合は、２球団以上で勝率が同率で並ぶことになり、セ・

リーグ、パ・リーグのルールに従い順位を決める。上記の判定プロセスを用いながら仮設

定するＣＳナンバーの値を変化させることで、最小の勝ち数（ＣＳナンバー）を求めてい

く。 



 

 

（ＣＳナンバーの判定、数理システムＨＰより） 

 

 

７．同率順位 

 

 前項で触れたように２チーム以上の勝率が同率で並んだとき、日本野球機構傘下のセ・

リーグ連盟、パ・リーグ連盟ではリーグ内の申し合わせ事項としてアグリーメントを設け

ている。同率となった場合のアグリーメントはセ、パ・リーグ間で異なり、いくつかの判

定条件が段階的に定められている。 

 最終的な勝率が同率となるのは稀であるが、正しい最終順位を求める上では外せない要

素となる。システムの実装に当たっては特異なケースも考慮し設計した。 

 



 

（勝率同率時の順位判定、数理システムＨＰより） 

 

 

８．配信 

 

 通信社の業務で最も大切なことは、“速く、正確に”世の中のファクトを国内外へ配信す

ることにある。ＣＳナンバーの算出においても、その値が正しいこと、迅速に配信が可能

なことを念頭に運用面を工夫している。 

 正確さについては、数理計画ソルバーとして様々な分野で利用実績のあるＮＵＯＰＴ（数

理システム）を用いること、さらに検算機能を設けるなどして精度を高めた。ＣＳナンバ

ーは毎朝の新聞紙面に掲載されることもあり、非常に多くの人の関心を集める数字となっ

ている。その反面、誤った値を掲載した瞬間にそれ自体がニュースになってしまうほどの

大きな影響力をもっている。算出に当たっては、過去のシーズンデータを使ってテスト重

ね、慎重に開発を行った。 

 また、迅速な報道を心がけるために、ＣＳナンバーはセ、パ各リーグの当日全日程終了

後すぐに配信を行っている。試合終了後の５分以内に全国の新聞社やテレビ局へＣＳナン

バーを提供する環境を構築した。 

残り試合数が多い段階では試合結果の組み合わせが膨大で計算時間が長くなる。高速で

実行可能なソルバーを用い、スペックの高いＰＣを使っても、試合直後にＣＳナンバーを

算出して配信するのは難しい。実際の運用では、試合前日に計算を行うことで計算に必要

な時間の問題を解決した。翌日予定されているセ、パ両リーグ合わせて最大６試合を“勝

ち、敗け、引き分け、中止”の４パターン合計１２８種類で、あらかじめ計算。編集者は、



当日の勝敗結果が出た瞬間にどのシミュレーションパターンに合致したかを選択する。当

日は計算を行わないため、すぐにＣＳナンバーを配信することが可能となった。 

前もってＣＳナンバーを計算することで、前日のうちに明日の予想が立てられ、ＣＳ進

出確定が目前の球団が分かる。これは現場の記者にとっては非常に有益な情報で、取材ツ

ールとしても活用されている。 

 

 

（ＣＳナンバーの編集作業風景、時事通信社内） 

 

 

９．２０１２年のＣＳナンバー 

 

 各メディアに対するＣＳナンバーの配信は８月１７日より開始したが、ここでは７月か

らのＣＳナンバーの推移について紹介する。 

セ・リーグは、１・２位（巨人、中日）グループ、３・４・５位（ヤクルト、広島、阪

神）グループ、６位（ＤｅＮＡ）グループの３つに分かれた。７月１日の時点でＣＳナン

バーの幅は最小チームの５３から最大６８と広いものとなっており、早い段階でＣＳ進出

への可能性に明暗が分かれた。ＤｅＮＡが８月８日のヤクルト戦で自力進出が消えたのを

皮切りに、その後３・４・５位グループにいた阪神が８月１１日に広島に敗れ、こちらも

自力進出が消えた。しかし、阪神は翌１２日に広島に快勝、１４日もＤｅＮＡを破ってＣ

Ｓナンバーを４３とした。自力での進出が絶えても他チームの勝ち敗けによって、ＣＳナ

ンバーは復活することがある。９月に入ってからは、巨人が９月８日にＣＳ進出を確定、

その８日後に中日もＣＳ進出を決めた。残り１チームとなったＣＳ枠をめぐってヤクルト

と広島が争う形なったが、１７日に広島が自力進出の可能性を失いヤクルトが優位となっ

た。 

 



 

（セ・リーグＣＳ進出ナンバー） 

 

パ・リーグは混戦となった。７月１日時点のＣＳナンバーは５３から６２の間に６チー

ムが収まった。当初、ロッテのＣＳナンバーが５３と最も小さく有利だったが、オールス

ター明けの７月２６日に日本ハムにその座を奪われた。その後もロッテはＣＳナンバーを

減らすことができず８月１７日に西武のＣＳナンバーを上回った。１か月後の９月１８日

には、ついに自力進出が絶たれてしまった。ＣＳ進出の可能性は日本ハム、西武、ソフト

バンクに楽天を加えた４チームで争うことになった。低迷が続いたオリックスは、８月２

５日に自力進出の可能性を失うと、復活することなく９月１８日にＣＳ進出が完全に消滅

した。ＣＳナンバーが「×」となったこの日、オリックスの球団首脳は岡田監督の退団を

示唆。２２日、チームが４年連続でＢクラスだったことを受け、岡田監督の退任が正式に

発表された。 

 



 

（パ・リーグＣＳ進出ナンバー） 

 

 

１０．まとめ 

 

 １９７９年にオペレーションズ・リサーチ学会が発行した『経営の科学』では“スポー

ツとＯＲ”という特集が組まれている。そのなかに“野球とＯＲ”と題した論文が収めら

れている[4]。著者は当時、東京工業大学の助手だった鳩山由紀夫元首相である。野球の戦

略について数学的なモデルを提唱し、具体例を挙げながら解説している。しかし、論文の

最後で鳩山元首相は「あまりに精巧なモデルを作ると、野球の面白さが減少する恐れがあ

るので注意されたい」と締めくくっている。 

 では、数理の力を用いて「その逆は可能か」と考えた。「野球の面白さを倍増させる数理

はあるか？」と問うたとき、球界が、多くの野球ファンが、ＣＳナンバーを前に一喜一憂

する姿が想像された。ＣＳナンバーは、数理計画問題を解くことで算出可能となった指標

である。その数字を見ながら、ある人はＣＳ進出が決定したことを祝いビール片手に祝杯

をあげ、またある人は監督の進退について思いをめぐらせる。 

 スポーツと数理の関係は深い。これまで存在しなかった指標や、数理モデルを広く世の

中に提供することで、スポーツをより熱く、より面白くすることは、まだまだ研究の余地

が残されている。スポーツ記録と数理について興味を持っていただければ幸いである。 
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